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	１．はじめに
	一般的に知的財産戦略とはどうあるべきかについては数多くの文献や書籍が存在するが、実務的には、企業の規模や経営方針だけでなく、その企業の属する業界によってもその特性に応じた戦略をとらなければならない。我が国における特許出願件数の多くを占める電気や精密機械といった業界についての知的財産戦略については多くの考察が行われている*1。しかし、食品業界の知的財産戦略については、最終製品に係るブランド戦略についての考察はあるものの、特許出願件数自体がそれほど多くないこともあり、食品に関する研究開発や製造により得...
	例えば、町田らは、「これまでにも食品業界では、商標出願は多数あり、商標制度は積極的に活用されてきたものの、特許制度はそれと比較して件数が少なく、特許制度はそれほど活用されてこなかったといえる。食品には、安全性で問題ないとしてすでに知られている成分や素材が主として使用されるから、技術としては、それらの素材の組み合わせや加工処理が中心となる。それらの技術は、新規成分を開発した場合のように画期的な技術ではなく、従来技術の改良技術として把握できる。したがって、特許を取得することが困難な技術について、特許出...
	一方、我が国の食品業界については、国内外の企業との激しい競争に直面しており、以前より一層、知的財産戦略の重要性が増しているものと考えられる。
	例えば有名な清涼飲料の例に見られるように、食品の製品化より得られる知見については、積極的に権利化するのではなく、営業秘密としてノウハウ化する例が多かった。ノウハウ化することにより、長期間において他者にまねされることなく独自のレシピにより食品製造をすることができたからである。しかしながら、近年では食品分野においては積極的に権利化する例が多く見られるようになってきており、特許出願件数も増加している。例えば最近話題となったものとして、ビール業界の最後の金脈といわれているノンアルコールビールがある。このノ...
	このように、近年では従来多くみられた発明のノウハウ化からの脱却をする食品企業も現れはじめ、食品業界の知的財産戦略についても変革期となっていることは間違いなく、その検討を行うことは重要な意義を有するものと考えられる。
	しかしながら、現在でも事業として市場展開されている商品において、機密事項や開示されていない情報も多く、第三者の立場からの知的財産戦略の検討は難しいところもある。
	そこで、本研究においては、食品事業において、知的財産戦略が成功したと考えられる事例として、比較的多くの公開されている文献資料がある、味の素の「アステルパーム」と、花王の「ヘルシア」について特許データ等を加味しつつ検討した上で、今後有効と考えられる食品業界の知的財産戦略についてのありかたについて考察していきたい。
	２．味の素「アスパルテーム」の特許戦略
	【１】アスパルテームと３大供給メーカーに
	ついて
	味の素は2014年に日本、アメリカ、欧州で認可された人工甘味料、アドバンテームについて2015年より商品展開していくことを表明しているが、本稿では、従来認可されている人工甘味料、アスパルテームについて味の素がどのような戦略で世界的シェアを確保していったのかについて述べていきたい。
	アスパルテームは1965年にアメリカのサール社が薬品を開発中に偶然甘味物質として発見した。サール社はその後物質特許と用途特許を取得した。味の素はアスパルテーム結晶の工業的な製造方法を確立し、特許を取得した*4。この特許（特許第1790606号など）はアスパルテーム結晶を扱いやすくするのに一役買った重要な特許である*5。1983年にはアメリカ、日本で食品添加物として認可され、その後人工甘味料の勢力図を塗り替えることとなった。
	少し古いデータとなるが、アスパルテーム市場の進捗動向とシェアを【図１】に示す*6。アスパルテーム自体の生産量は年々増加しており、味の素のシェアは年々増加している。アスパルテームの年度ごとの動向については、下記で詳しく論じることとする。
	もともとアスパルテームには3大供給メーカーが存在していた。まずは、アスパルテームを開発したサール社の甘味料事業を引き継いだニュートラスイート社である。ニュートラスイート社はその後アメリカのミズーリ州に本社を持つ多国籍バイオ化学企業であるモンサント社の傘下となった。さらに2003年には医薬品メーカー、ファイザー社の傘下となり、後述のとおりネオテームというアスパルテームと同じジペプチド系の甘味料を開発し、市場に投入した*7。
	２つめはHSC社（ホーランドスイートナー）である。HSC社は、1985年に設立された、日本の東ソーとオランダDSM社との合弁会社である。HSC社は、東ソーと相模中研が合同で開発した新規アスパルテーム製造法によりアスパルテームを生産、販売を開始した。この新規アスパルテーム製造法の特徴は、アスパルテームの原料となるアミノ酸が安価であり、そのアミノ酸を用いて酵素的手法により安価にアスパルテームを製造するというものであった。
	最後は味の素である。味の素は前述したように、扱いやすいアスパルテーム結晶の工業的な製造方法を確立し、事業展開をしていった。
	【２】アスパルテームの特許戦略
	ここで、特許出願件数とアスパルテームの市場動向を検証していきたい。アメリカにおける年度ごとのアスパルテーム3大供給メーカーのアスパルテーム関連特許出願件数を【図２】に示す。
	【図２】に見られるように、1990年代までは3社ともコンスタントにアスパルテームの特許を出願していたが、2000年代に入ってから、HSC社は特許を出願しなくなり、この時点でアスパルテーム関連の技術開発が停滞し、事業撤退（詳細は後述）することになる。また、ニュートラスイート社も2000年代中ごろには、ファイザー社から薬品とアスパルテームを絡めた特許が出願されているものの、甘味料組成物の出願はされていなかった。味の素は、1990年代には製法特許、2000年代には用途特許を主に出願している。ただし、味の...
	続いて、アスパルテームの3大供給メーカーがアスパルテーム事業においてどのような変遷を遂げていったのか、特許戦略を絡めながら事実関係の確認をしていきたい。
	まずサール社（後のニュートラスイート社）に関しては1970年に甘味成分としてのアスパルテーム使用特許が成立した（US3,492,131等）。この特許は、欧州、カナダでは1987年まで、アメリカでは1992年まで権利が維持された。また、1997年にはアスパルテームとサッカリンの混合特許が成立しており(US4,024,290)、アメリカでは1996年まで権利が維持された。しかしながら、サール社のアスパルテームは、結晶が大きく、結晶の形が均一ではなかったため、流通上扱いやすい結晶が望まれていた。一方で、...
	一方で、HSC社は前記にあるように日本の東ソーとオランダDSM社との合弁会社であり、東ソーが独自に開発したアスパルテーム製造のための新技術を利用して、欧州でニュートラスイート社のアスパルテーム使用特許が1987年に切れるタイミングでアスパルテーム事業に参入した。しかしながら、味の素のアスパルテームの原料となるアミノ酸の価格が低下したため、同社の製法に優位性がなくなってしまった。HSC社のアスパルテーム事業は2006年に撤退することになる*9。【図３】には、以上述べた、HSC社対ニュートラスイート社...
	以上に示したように、味の素がアスパルテームの市場を優位にすすめていくことができたのは、味の素の優れた技術力があったのは言うまでもないが、この技術力を生かす戦略があり、その中に前述の特許戦略が挙げられ、アスパルテームに対する特許出願により特許ポートフォリオが形成されこれらにより市場の優位性が形成されたものと考えられる。
	【３】味の素の「アスパルテーム」の特許戦略のまとめと今後
	以上の知見をもとに味の素の甘味料に関する特許戦略をまとめる。同社はアスパルテームの物質基本特許は持っていなかったが、製法の改良という技術開発を続ける一方で、甘味組成物の特許も出願して、製法、組成物および用途の各方面から特許出願によりポートフォリオを形成する戦略をとっていた。そして、事実上魅力ある製法特許を持つことで、ニュートラスイート社の使用特許とのクロスライセンスを可能にし、アスパルテーム事業を増大させていった。ニュートラスイート社のアスパルテームの使用特許が切れた後は、さらに製法を改良し、コス...
	３．花王「ヘルシア」の特許戦略
	【１】ヘルシアと特定保健用食品について
	花王は食品事業に参入したが、その食品事業についても花王が日用品業界に対し従来行ってきた特許戦略を踏襲したものと考えられる。すなわち、その特許戦略については既存の食品業界の戦略とは異なった戦略であり、これにより食品業界に新たなイノベーションを起こしたのである。以下、この花王の飲料「ヘルシア」の特許戦略について検討する。
	ヘルシアは、花王が発売している特定保健用食品の飲料ブランドであり、花王では現在唯一の「食品事業」の製品である。特にヘルシア緑茶の機能性成分である「カテキン」およびヘルシアコーヒーの機能性成分である「クロロゲン酸」に関しては多くの特許出願がなされており、その特許出願動向を分析することにより、ヘルシアの特許戦略について論じることとする。その前にこのヘルシアの特徴である「特定保健用食品」について簡単に説明しておく。
	特定保健用食品とは、健康増進法（平成14年8月2日法律第103号）に規定される「特別用途食品」に含まれ、医薬品ほど効能がない食品機能を消費者庁（制度のスタート時は厚生労働省）が保証する制度である。
	消費者庁の特定保健用食品の説明では、以下のように記されている*11。
	「特定保健用食品とは、からだの生理学的機能などに影響を与える保健機能成分を含む食品で、血圧、血中のコレステロールなどを正常に保つことを助けたり、おなかの調子を整えたりするのに役立つ、などの特定の保健の用途に資する旨を表示するものをいいます。
	特定保健用食品（条件付き特定保健用食品を含む。）は、食品の持つ特定の保健の用途を表示して販売される食品です。特定保健用食品として販売するためには、製品ごとに食品の有効性や安全性について審査を受け、表示について国の許可を受ける必要があります。特定保健用食品及び条件付き特定保健用食品には、許可マークが付されています。」
	さらに2015年4月1日より、食品の機能性を事業者の責任で表示できる「機能性表示食品制度」が始まった。この制度は、事業者が効能をうたう科学的根拠を消費者庁に届け出ればよく、国の審査や許可が必要な特定保健用食品よりハードルがかなり低いのが特徴である。具体的には、特定保健用食品は国の厳しい審査があり、事業者にとっては時間とコストの負担が大きかった。しかしながら、機能性表示食品制度は、事業者は販売の60日前までに消費者庁に届け出をすればよく、特定保健用食品に必要であった臨床試験の代わりに、過去の研究論文...
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